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質
問　

地
域
の
お
年
寄
り
が
、
今
一
番

困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
買
い
物
、
通
院
、

一
般
の
用
足
し
の
た
め
の
足
の
確
保
だ

が
、
公
共
交
通
機
関
の
行
き
届
か
な
い

地
域
を
循
環
す
る
福
祉
バ
ス
運
行
の
考

え
は
。

保
健
福
祉
部
長　

一
般
路
線
バ
ス
へ
の

影
響
を
考
慮
し
、
先
進
的
な
事
例
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
高
齢
者
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
移
動
で
き
る
交
通
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
、
検
討
・
研
究
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

農
地
の
保
全
と
土
地
改
良
事
業

質
問　

時
代
の
変
遷
に
よ
り
遊
休
農
地

合
併
10
周
年
を
迎
え
て

質
問　

47
の
村
が
明
治
、
昭
和
、
平
成

の
合
併
で
新
渋
川
市
が
誕
生
し
た
。
合

併
効
果
の
検
証
は
。
ま
た
本
年
度
か
ら

行
政
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
た
。
行
政
サ

ー
ビ
ス
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
市
政
相
談

員
を
配
置
し
た
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長　

職
員
や
議
員
の
削
減
、
総

合
支
所
業
務
の
本
庁
集
約
化
等
、
合
併

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
経

費
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
公

共
施
設
の
統
廃
合
に
よ
る
経
費
削
減
、

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

市
政
相
談
員
は
、
積
極
的
に
地
域
に
出

向
き
相
談
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
、
道

路
補
修
等
の
対
応
が
早
く
な
っ
た
な
ど

の
効
果
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
業
務
の
迅
速
化
、

効
率
化
を
踏
ま
え
て
市
政
相
談
員
の
拡

充
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

社
会
が
支
え
る
介
護
ケ
ア
を

質
問　

10
年
後
に
は
軽
度
認
知
障
害
を

含
め
る
と
認
知
症
は
高
齢
者
の
３
人
に

１
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市
の
認
知

症
対
策
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
認
知
症
対
策
の
構

築
は
。

保
健
福
祉
部
長  

シ
ニ
ア
元
気
度
チ
ェ

ッ
ク
表
、
認
知
症
予
防
教
室
、
高
齢
者

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
等
に
よ
り
、

認
知
症
予
防
の
普
及
啓
発
、
認
知
症
の

方
の
見
守
り
支
援
体
制
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、
介
護
保

険
法
の
地
域
支
援
事
業
の
中
で
、
認
知

症
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
配
置
等
に
つ
い

て
、
医
師
会
や
各
種
関
係
機
関
と
協
議

を
行
い
、
認
知
症
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応
体
制
整
備
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
対
策
を
急
げ

安
ヵ
川　

信
之　

議
員　

高
齢
者
用
福
祉
バ
ス
の
運
行
を

星
野　

安
久　

議
員　

福祉バスの運行

相談に対応する市政相談員

の
増
加
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
解
消
と

農
地
の
保
全
の
た
め
の
土
地
改
良
事
業

推
進
の
考
え
は
。

農
政
部
長　

土
地
改
良
事
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
は
、
重
要
な
施
策
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
地

権
者
の
要
望
を
吸
い
上
げ
、
補
助
事
業

等
を
活
用
し
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
の
見
直
し
を

質
問　

新
議
員
の
研
修
と
し
て
公
共
施

設
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
運
営
等

に
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
う
。
合
併

後
10
年
を
機
に
、
統
廃
合
を
視
野
に
入

れ
た
存
続
、
運
営
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

企
画
部
長　

多
く
の
公
共
施
設
は
数
十

年
が
経
過
し
、
修
繕
費
用
等
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
老
朽
化
や
利
用
率
の
低
下

等
が
顕
著
で
す
。
ま
た
、
合
併
に
よ
り

類
似
施
設
が
重
複
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

「
渋
川
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

に
基
づ
き
、
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
管
理
を
、
全
庁
的
に
推
進

し
ま
す
。
財
政
運
営
を
健
全
に
保
ち
、

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
効
率
的
な

施
設
配
置
、
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。



7

一 般 質 問一 般 質 問

市
長　

吉
岡
町
と
連
携
し
、
地
元
の
皆

さ
ん
や
自
治
会
に
相
談
し
な
が
ら
進
め

ま
す
。
ま
た
、
県
に
は
、
引
き
続
き
県

の
事
業
と
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

提
案
型
事
業
委
託
制
度
の
導
入

質
問　

民
間
に
提
案
し
て
も
ら
う
行
政

運
営
手
法
で
、
全
国
で
先
例
も
多
い
制

度
だ
が
、
本
市
と
し
て
の
研
究
・
導
入

意
思
は
。

企
画
部
長　

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
、

効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、
民
間
活
力

を
生
か
し
た
事
業
の
実
施
手
法
な
ど
、

先
進
事
例
等
を
踏
ま
え
て
本
市
に
あ
っ

た
制
度
を
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

金
井
東
裏
遺
跡
の
保
存
と
遺
跡

の
現
地
保
存
の
内
容
に
つ
い
て
。

生
涯
学
習
部
長　

甲よ
ろ
いを
着
た
古
墳
人
が

生
き
て
い
た
時
代
で
あ
る
榛
名
火
山
灰

下
の
遺
構
面
を
対
象
に
、
南
北
１
３
０

㍍
が
橋
脚
下
に
保
存
さ
れ
ま
す
。

質
問　

遺
跡
公
園
と
し
て
整
備
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
そ
の

よ
う
な
計
画
は
あ
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　

道
路
開
通
予
定
の
平

成
30
年
を
め
ど
に
、
県
及
び
関
係
機
関

と
連
携
し
、
保
存
地
区
の
所
管
や
整
備

方
針
等
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問　

市
に
は
火
山
被
害
に
あ
っ
た
遺

質
問　

Ｊ
Ｒ
八
木
原
駅
周
辺
整
備
を
核

と
し
て
推
進
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具

体
的
な
整
備
内
容
と
年
次
計
画
は
。
ま

た
必
要
用
地
の
確
保
状
況
は
。

企
画
部
長　

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
国
や
県
に
協
力
を
求
め
、
早

期
に
、
具
体
的
な
事
業
計
画
や
用
地
確

保
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

質
問　

八
木
原
駅
周
辺
を
通
学
路
と
し

て
使
用
し
て
い
る
児
童
の
登
校
時
の
状

況
は
承
知
し
て
い
る
と
思
う
が
、
具
体

的
な
危
険
箇
所
へ
の
対
策
は
。

企
画
部
長　

以
前
か
ら
、
県
に
、
県
道

と
歩
道
の
整
備
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
由
通
路
に
よ
り
児
童
の
交
通

安
全
が
図
れ
る
た
め
、
早
期
に
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

地
域
の
生
涯
学
習
拠
点
で
あ
る

古
巻
公
民
館
の
建
て
替
え
要
望
へ
の
検

討
状
況
は
。

生
涯
学
習
部
長　

増
築
部
分
が
平
成
14

年
で
あ
る
こ
と
、
補
助
金
の
返
還
、
総

合
計
画
上
の
課
題
な
ど
を
勘
案
し
、
検

討
し
て
い
ま
す
。

質
問　

南
部
地
域
振
興
に
お
け
る
県
や

周
辺
町
村
と
の
連
携
計
画
は
。

渋
川
市
南
部
地
域
振
興
の
事
業
方
針

池
田　

祐
輔　

議
員　

金
井
東
裏
遺
跡
の
保
存
と
公
園
計
画
は

山
﨑　

正
男　

議
員　

跡
群
が
あ
り
、
日
本
の
ポ
ン
ペ
イ
と
も

言
え
る
。
こ
れ
ら
埋
蔵
文
化
財
を
観
光

振
興
に
生
か
せ
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

全
国
的
に
注
目
さ
れ

る
遺
跡
群
の
情
報
発
信
を
積
極
的
に
行

い
、
観
光
振
興
に
生
か
し
ま
す
。

質
問　

三
国
街
道
に
関
連
す
る
金
井
宿

本
陣
の
地
下
牢
や
杢
ケ
橋
関
所
跡
、
吾

妻
川
の
対
岸
の
北
牧
宿
や
若
子
持
神
社

と
い
っ
た
史
跡
を
利
用
し
て
、
歴
史
の

郷
巡
り
の
コ
ー
ス
が
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
部
長　

新
指
定
文
化
財
や
金

井
東
裏
遺
跡
等
の
情
報
を
加
え
た
散
策

コ
ー
ス
の
提
案
を
検
討
し
ま
す
。

ス
ラ
グ
砕
石
除
去
の
改
修
工
事
は

質
問　

平
成
18
年
に
完
成
し
た
市
道
１

ー
５
５
９
０
号
線
の
ス
ラ
グ
砕
石
除
去

の
改
修
工
事
の
予
定
時
期
は
。

建
設
部
長　

鉄
鋼
ス
ラ
グ
に
関
す
る
連

絡
会
議
で
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
ら
、

連
携
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

安
心
・
安
全
な
住
み
よ
い
町
に

す
る
た
め
に
早
急
に
改
修
実
施
を
。

建
設
部
長　

市
発
注
の
工
事
だ
け
で
な

く
国
や
県
の
工
事
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
た
め
、
現
在
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

埋め戻された金井東裏遺跡

朝の八木原駅


